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　令和２年第３回定例会は、下記の日程により15日間の会期で開かれました。
　本定例会では、議員提出議案１件、一般会計補正予算などの議案19件の審
議を行い、いずれも原案のとおり可決しました。
　また、農業委員会委員の任命同意についての議案25件及び人権擁護委員候
補者の推薦についての議案３件に同意しました。
　なお、14人の議員が市政に対し一般質問を行いました。

上野三碑かるた原画展上野三碑かるた原画展

10日(水) 議案上程、提案説明　ほか
15日(月)、 16日(火) 一般質問（＊詳しい内容はＰ４～７）　

　18日(木）、19日(金) 委員会審査（＊詳しい内容はＰ８～９）

　　　24日(水) 付託された議案等の委員長報告～議決　ほか
（＊審議結果はＰ12）

６月

令和２年 第３回定例会

令和２年度一般会計補正予算を可決

（2）

　
主
な
内
容

　
■
１
人
１
台
パ
ソ
コ
ン
の
環
境
整
備　
　
　
　
６
億
３
５
５
万
円

　
　
　
小
・
中
学
校
、
特
別
支
援
学
校
及
び
高
崎
経
済
大
学
附
属
高

　
　
校
の
児
童
・
生
徒
に
１
人
１
台
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
パ
ソ
コ
ン
の
環

　
　
境
整
備
を
推
進
す
る
。

　
■
子
育
て
応
援
商
品
券
事
業　
　
　
　
　
　
15
億
５
０
０
０
万
円

　
　
　
子
育
て
世
帯
の
生
活
応
援

　
　
と
地
域
経
済
の
活
性
化
を
目

　
　
的
と
し
て
、
０
歳
か
ら
15
歳

　
　
ま
で
の
子
ど
も
が
い
る
子
育

　
　
て
世
帯
に
、
一
律
５
万
円
分

　
　
の
商
品
券
を
交
付
す
る
。

　
■
特
別
対
策
資
金
預
託
金　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
60
億
円

　
　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
緊
急
経
済
対
策
資
金
の
融
資
申
込
み

　
　
の
急
増
に
対
応
す
る
た
め
、
預
託
金
を
計
上
す
る
。 

本
定
例
会
で
可
決
し
た
主
な
議
案

　
令
和
２
年
度
一
般
会
計
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
63
億
７
７

０
０
万
円
を
増
額
し
、
予
算
の
総
額
を
２
１
１
２
億
２
５
２
３
万
円

と
す
る
。

令
和
２
年
度　
一
般
会
計
補
正
予
算

歳
入
歳
出
63
億
７
７
０
０
万
円
の
増
額

取扱店用のポスター



農業委員会委員

清
し み ず

水　靜
し ず え

枝　氏　　塚
つかごし

越　　勤
つとむ

　氏　　中
なかざわ

沢　幸
さ ち こ

子　氏　　福
ふ く だ

田　敬
けいいち

一　氏　　

井
い だ

田　　裕
ゆたか

　氏　　大
おおかわら

河原藤
ふ じ お

雄　氏　　石
い し い

井多
た か し

加志　氏　　浦
うらおんじょう

恩城由
よ し こ

子　氏　　

今
い ま い

井　　隆
たかし

　氏　　新
あ ら い

井　　元
はじめ

　氏　　青
あ お き

木　好
よ し き

記　氏　　須
す だ

田　直
な お こ

子　氏

佐
さ と う

藤　　勲
いさお

　氏　　寺
てらさき

崎　正
まさちか

親　氏　　飯
いいづか

塚　大
だいすけ

輔　氏　　飯
い い の

野　利
としさだ

貞　氏　　

清
し み ず

水　　悟
さとる

　氏　　松
ま つ だ

田　　健
けん

　氏　　吉
よ し だ

田　春
は る み

美　氏　　酒
さ か い

井　　孝
たかし

　氏　　

加 　精
せいいち

一　氏　　山
や ま だ

田　孝
た か お

夫　氏　　堀
ほりこし

越　良
よしかず

和　氏　　信
のぶさわ

澤　健
け ん じ

治　氏

永
な が い

井　保
やすのぶ

伸　氏

人権擁護委員候補者

植
うえすぎ

杉　輝
てるひこ

彦　氏　　福
ふくだ

田　哲
てつお

夫　氏　　廣
ひろせ

瀬　雅
まさみ

美　氏

同 意 し た 人 事 案 件

群馬県後期高齢者医療
広域連合議会議員の選出

渡
わたなべ

邉　幹
か ん じ

治　議員

長
おさかべ

壁　真
し ん じ

樹　議員

多野藤岡広域市町村圏
振興整備組合議会議員の選出

松
まつもと

本　賢
けんいち

一　議員

かと う

（3）

　
政
務
活
動
費
の
交
付
額
を
臨
時
的
に
減
額
す
る
た
め
、
制
定
す
る
。 

　
■
適 

用 

期 

間　
　
令
和
２
年
10
月
１
日
か
ら 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
令
和
５
年
４
月
26
日
（
任
期
満
了
日
）
ま
で 

　
■
交　
付　
額　
　
議
員
1
人
当
た
り
年
額
70
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
年
30
万
円
の
減
額
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
令
和
２
年
度
は
、
上
半
期
分
と
し
て
す
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
50
万
円
を
交
付
し
て
い
る
た
め
、
下
半

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
期
の
交
付
額
を
20
万
円
と
す
る
。

高
崎
市
議
会
政
務
活
動
費
の
臨
時
特
例
に

関
す
る
条
例
の
制
定

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
感
染
し
た
被
保
険
者
等
に
係
る

傷
病
手
当
金
に
つ
い
て
定
め
る
た
め
、
改
正
す
る
。

　
■
施　
行　
日　
　
令
和
２
年
６
月
26
日 　

高
崎
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正

　
■
住
居
確
保
給
付
金　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
６
０
０
万
円

　
　
　
住
居
確
保
給
付
金
の
支
給
要
件
が
緩
和
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る

　
　
申
請
者
の
増
加
に
対
応
す
る
。

　
■
議
会
費
の
減
額　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▼

２
３
７
７
万
円

　
　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
充
当
す
る
た
め
、
本

　
　
年
度
中
の
行
政
視
察
を
中
止
す
る
ほ
か
、
政
務
活
動
費
を
減
額

　
　
す
る
。



まめ知識

一般質問のあらましを質問者順に掲載しています。　※会派は、令和２年６月現在で掲載しています。

一般質問市政を問う
議員が市政全般について、その事務の執行状況や将来の方針等の報告・
説明を求めたり質問したりすることをいい、毎定例会で行われます。
質問者順で掲載しています。

（4）（4）

質
問　
子
育
て
応
援
商
品
券
の

手
法
を
用
い
て
、
保
育
士
や
学

童
ク
ラ
ブ
支
援
員
、
理
美
容
関

係
者
に
支
援
で
き
な
い
か
。

答
弁　
市
は
、
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
へ
の
支
援
と
し
て
、

マ
ス
ク
や
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル

の
配
布
を
行
っ
て
き
た
。
ま
た
、

医
療
現
場
で
安
心
し
て
働
け
る

よ
う
、
医
療
従
事
者
な
ど
が
利

用
で
き
る
託
児
所
も
開
設
し
た
。

国
や
県
な
ど
と
、
市
が
担
う
べ

き
支
援
の
す
み
分
け
が
必
要
と

考
え
、
今
後
の
動
向
を
注
視
し

つ
つ
施
策
の
研
究
に
努
め
た
い
。

質
問　
就
労
継
続
支
援
事
業
所

の
生
産
活
動
に
対
す
る
支
援
は
。

答
弁　
国
の
補
正
予
算
に
お
い

て
、
生
産
活
動
活
性
化
支
援
事

業
が
計
上
さ
れ
た
。
こ
の
事
業

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
よ
り
大
き
な
影
響
を
受

け
て
い
る
就
労
継
続
支
援
事
業

所
の
生
産
活
動
の
再
起
に
向
け

た
費
用
を
支
援
し
、
生
産
活
動

の
維
持
・
存
続
を
下
支
え
す
る

こ
と
で
、
障
害
者
の
働
く
場
や

賃
金
お
よ
び
工
賃
の
確
保
を
目

的
と
し
て
い
る
。

　
国
か
ら
概
要
は
示
さ
れ
て
い

る
が
、
事
業
の
詳
細
が
分
か
り

次
第
、
迅
速
に
対
応

し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

で
き
る
運
動
方
法
や
フ
レ
イ
ル

予
防
の
情
報
を
広
報
高
崎
な
ど

で
発
信
し
て
い
る
。
ま
た
、
感

染
症
対
策
に
注
意
し
な
が
ら
高

齢
者
あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー
な
ど

と
連
携
を
図
り
、
高
齢
者
の
心

身
の
状
況
や
生
活
の
実
態
を
把

握
し
、
適
切
な
支
援
に
つ
な
げ

る
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

さ
ら
に
、
障
害
者
の
訪
問
・
通

所
サ
ー
ビ
ス
を
通
じ
て
、
孤
独

化
な
ど
に
対
す
る
支

援
も
行
わ
れ
て
い
る

と
認
識
し
て
い
る
。

人々が生活を送る上で欠かせない仕事を担っている人。●エッセンシャルワーカー

質
問　
サ
ポ
ー
ト
人
材
の
拡
充

を
図
り
、
教
師
が
本
来
の
職
務

を
遂
行
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き

と
思
う
が
、
市
の
取
り
組
み
は
。

答
弁　
学
校
再
開
後
、
検
温
や

消
毒
な
ど
の
感
染
症
対
策
業
務

は
持
ち
回
り
に
し
、
教
師
の
負

担
が
偏
ら
な
い
よ
う
取
り
組
ん

で
い
る
。
ま
た
、
ス
ク
ー
ル
サ

ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
を
19
校
に
配

置
し
た
。
今
後
は
、
学
校
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
用
な
ど
を

検
討
し
、
教
師
が
子
ど
も
と
向

き
合
う
時
間
や
教
材
研
究
の
時

間
の
確
保
に
努
め
て
い
き
た
い
。

質
問　
外
出
自
粛
が
続
き
、
保

護
者
の
負
担
増
加
か
ら
児
童
虐

待
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
る
が
、

本
市
の
現
状
と
今
後
の
対
応
は
。

答
弁　
本
市
へ
の
通
告
、
相
談

件
数
は
増
加
し
て
い
な
い
が
、

虐
待
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
相

談
内
容
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
感

染
症
対
策
に
十
分
留
意
し
な
が

ら
家
庭
訪
問
を
行
う
な
ど
、
虐

待
の
未
然
防
止
に
努
め
て
い
る
。

ま
た
、
学
校
な
ど
と
連
携
し
て

児
童
の
健
康
状
況
の
把
握
に
努

め
、
特
に
乳
幼
児
は
、
保
健
セ

ン
タ
ー
な
ど
と
情
報
共
有
し
な

が
ら
対
応
し
て
い
る
。
今
後
も
、

児
童
虐
待
の
早
期
発

見
と
早
期
対
応
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

質
問　
高
齢
者
や
障
が
い
者
を

介
護
す
る
家
族
が
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
陽
性
者
と
判
明
し

た
場
合
の
支
援
策
は
。

答
弁　
高
齢
者
に
つ
い
て
は
、

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
高
齢
者
あ

ん
し
ん
セ
ン
タ
ー
に
対
し
て
、

関
係
機
関
な
ど
と
連
携
を
図
り
、

緊
急
時
の
迅
速
か
つ
適
切
な
対

応
を
依
頼
し
て
い
る
。
ま
た
、

障
害
者
に
つ
い
て
も
、
相
談
支

援
事
業
所
に
対
し
て
、
事
前
に

障
害
者
の
特
性
や
家
庭
状
況
な

ど
の
情
報
を
把
握
し
、
関
係
機

関
な
ど
と
調
整
す
る
よ
う
改
め

て
依
頼
し
て
い
る
。

質
問　
高
齢
者
な
ど
へ
の
虚
弱

化
対
策
が
重
要
で
あ
る
が
、
本

市
の
考
え
は
。

答
弁　
高
齢
者
向
け
に
自
宅
で

施設職員へのマスク配布

学習指導以外の教師の業務を補助する人。●スクールサポートスタッフ
加齢により筋肉や活力が衰えた状態のことで、健康と病気の中間的な段階。●フレイル

三み
し
ま島 

久く

み

こ
美
子

（
無
所
属
）

学
校
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

子
育
て
支
援
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

丸ま
る
や
ま山 　

覚さ
と
る

（
公
明
党
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
　
感
染
症
に
伴
う
市
民
へ
の
支
援

小お

の野 

聡さ
と
こ子

（
公
明
党
）

エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に
対
す
る
支
援

就
労
継
続
支
援
事
業
所
に
対
す
る
支
援

（P5参照）



まめ知識
（5）（5）

千
万
円
分
を
交
付
決
定
し
た
。

ま
た
、
工
場
や
事
務
所
へ
の
空

調
設
備
設
置
費
用
な
ど
を
補
助

す
る
職
場
環
境
改
善
事
業
で
は
、

30
件
、
約
１
億
円
分
の
交
付
決

定
を
行
っ
た
。
い
ず
れ
も
市
内

業
者
へ
の
発
注
に
限
っ
て
お
り
、

疲
弊
し
て
い
る
市
内

経
済
の
下
支
え
と
な

っ
て
い
る
。

質
問　
収
入
が
大
き
く
減
少
し

た
納
税
者
に
対
し
、
納
税
の
猶

予
や
換
価
の
猶
予
を
行
い
、
柔

軟
か
つ
丁
寧
な
対
応
を
す
べ
き

と
思
う
が
、
本
市
の
考
え
は
。

答
弁　
徴
収
の
猶
予
、
換
価
の

猶
予
お
よ
び
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
て

新
設
さ
れ
た
特
例
猶
予
制
度
は
、

い
ず
れ
も
納
税
者
の
個
別
的
な

事
情
に
即
応
し
て
弾
力
的
に
市

税
な
ど
の
徴
収
を
図
る
も
の
で

あ
る
。
制
度
の
趣
旨
に
沿
っ
て
、

引
き
続
き
丁
寧
で
適
切
な
対
応

を
行
っ
て
い
く
。

質
問　
住
居
確
保
給
付
金
の
要

件
が
緩
和
さ
れ
、
対
象
範
囲
が

拡
大
さ
れ
た
が
、
変
更
さ
れ
た

内
容
と
本
市
へ
の
申
請
状
況
は
。

答
弁　
求
職
活
動
な
ど
の
要
件

が
緩
和
さ
れ
、
ま
た
、
給
与
な

ど
を
得
る
機
会
が
本
人
の
都
合

に
よ
ら
ず
減
少
し
、
離
職
や
廃

業
と
同
程
度
の
状
況
に
あ
る
人

も
支
給
対
象
と
さ
れ
た
。

　
申
請
件
数
は
、
昨
年
度
は
５

月
末
で
６
件
だ
っ
た
が
、
本
年

度
は
１
７
７
件
と
増
加
し
て
い

る
。
支
給
要
件
緩
和
に
よ
り
、

感
染
症
の
影
響
を
受

け
た
人
へ
の
支
援
に

つ
な
が
っ
て
い
る
。

質
問　
安
心
ほ
っ
と
メ
ー
ル
総

登
録
者
数
の
過
去
５
年
間
の
推

移
は
。

答
弁　
令
和
２
年
４
月
１
日
現

在
の
総
登
録
者
数
は
、
４
万
６

２
４
７
人
で
、
平
成
28
年
４
月

か
ら
５
年
間
で
３
２
８
９
人
増

加
し
て
い
る
。
特
に
昨
年
の
台

風
19
号
の
発
生
か
ら
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
ま

で
の
約
半
年
間
で
１
７
９
７
人

増
加
し
て
お
り
、
市
か
ら
の
情

報
を
入
手
す
る
手
段
と
し
て
認

識
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

質
問　
全
世
代
に
利
用
者
の
多

い
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
公
式
ア
カ
ウ

ン
ト
を
導
入
す
る
考
え
は
。

答
弁　
本
市
で
は
、
情
報
伝
達

の
手
段
と
し
て
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
を
用
い
て
い

る
。
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
導
入
す
る
こ

と
で
、
よ
り
多
く
の
市
民
に
情

報
提
供
を
行
え
る
半
面
、
手
段

が
増
え
る
こ
と
で
事
務
が
煩
雑

に
な
り
、
災
害
時
な
ど
即
時
性

の
高
い
情
報
を
発
信
す
る
際
に

時
間
を
要
す
る
こ
と
も
懸
念
さ

れ
る
。
今
後
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
導

入
し
て
い
る
自
治
体
の
情
報
を

収
集
し
、
最
適
な
情

報
伝
達
手
段
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

質
問　
現
在
の
医
療
体
制
と
第

２
波
に
備
え
た
検
査
体
制
や
医

療
体
制
は
万
全
か
。

答
弁　
本
市
で
は
、
感
染
症
指

定
医
療
機
関
な
ど
５
つ
の
病
院

が
発
熱
外
来
や
帰
国
者
・
接
触

者
外
来
を
開
設
し
て
い
る
。
ま

た
、
医
師
会
の
協
力
に
よ
り
、

土
曜
・
休
日
発
熱
者
外
来
を
市

総
合
保
健
セ
ン
タ
ー
に
設
け
た
。

さ
ら
に
医
師
会
で
は
、
発
熱
者

受
診
相
談
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、

62
の
医
療
機
関
で
、
平
日
の
発

質
問　
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
や
小

売
業
、
製
造
業
な
ど
商
工
業
の

現
状
と
支
援
策
は
。

答
弁　
飲
食
業
と
小
売
業
で
は
、

外
出
自
粛
に
よ
り
売
り
上
げ
が

減
少
し
、
製
造
業
で
は
、
受
注

の
減
少
や
延
期
に
よ
り
業
績
に

影
響
が
出
て
い
る
企
業
が
多
い
。

支
援
策
の
緊
急
経
済
対
策
資
金

を
利
用
し
た
業
種
別
の
割
合
は
、

小
売
・
卸
売
業
が
約
23
％
、
飲

食
業
が
約
16
％
、
製
造
業
が
約

15
％
、
建
設
業
が
約
19
％
で
あ

り
、
幅
広
い
業
種
へ
の
資
金
繰

り
対
策
が
進
ん
で
い
る
。

質
問　
ま
ち
な
か
商
店
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
助
成
や
職
場
環
境
改
善

事
業
の
申
請
状
況
と
効
果
は
。

答
弁　
ま
ち
な
か
商
店
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
助
成
事
業
で
は
、
衛
生

環
境
向
上
支
援
の
特
別
枠
も
設

け
、
約
４
０
０
件
、
約
３
億
２

熱
者
の
診
察
を
行
っ
て
い
る
。

　
第
２
波
へ
の
備
え
と
し
て
、

院
内
感
染
防
止
と
感
染
症
患
者

の
早
期
発
見
を
目
的
と
し
た
、

発
熱
者
専
用
の
コ
ン
テ
ナ
型
簡

易
Ｃ
Ｔ
室
を
高
崎
総
合
医
療
セ

ン
タ
ー
が
設
置
し
、
市
が
支
援

し
た
。
さ
ら
に
、
検
体
採
取
を

す
る
医
療
機
関
が
増
え
た
こ
と

や
保
険
適
用
と
な
っ
た
民
間
の

検
査
が
拡
充
さ
れ
る
な
ど
、
検

査
体
制
の
強
化
が
図
ら
れ
、
よ

り
迅
速
か
つ
円
滑
に
検
査
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
今
後
も
、
医
療
提
供
体
制
の

さ
ら
な
る
充
実
を
図
り
、
関
係

機
関
と
も
連
携
し
て

感
染
症
対
策
の
強
化

に
努
め
た
い
。

土日曜と祝日に受診できる発熱者外来

離職などにより経済的に困窮し、住宅を喪失または喪失する恐れのある人を対象に、家賃相当額を支給する。●住居確保給付金

依よ

だ田 

好よ
し
あ
き明

（
日
本
共
産
党
）

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
困
窮
す
る　

　
　
　
　
　
　
市
民
へ
の
対
応

樋ひ
ぐ
ち口 

哲て
つ
ろ
う郎

（
新
風
会
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る　

商
工
業
へ
の
影
響

中な
か
じ
ま島 

輝て
る
お男

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

保
健
医
療
に
お
け
る

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

清し
み
ず水 

明あ
き
お夫

（
新
風
会
）

市
民
へ
の
情
報
伝
達
手
段

通常の事業所に雇用されることが困難な障害者に、就労の機会を提供するとともに知識およ
び能力の向上のために必要な訓練を行う事業所。●就労継続支援事業所（P4参照）



まめ知識
（6）（6）

質
問　
国
か
ら
避
難
所
に
お
け

る
感
染
症
対
策
に
つ
い
て
の
技

術
的
指
針
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、

本
市
の
対
応
状
況
は
。

答
弁　
国
か
ら
は
「
３
密
」
を

避
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

示
さ
れ
て
い
る
。
本
市
で
は
避

難
者
の
分
散
化
を
図
る
た
め
広

範
囲
に
避
難
所
を
開
設
す
る
と

と
も
に
、
自
主
防
災
組
織
や
町

内
会
が
開
設
・
運
営
を
行
う
届

出
避
難
所
も
活
用
す
る
。
避
難

者
同
士
の
空
間
の
確
保
や
室
内

の
換
気
に
加
え
、
手
洗
い
の
励

行
や
衛
生
面
で
の
対
策
に
努
め
、

感
染
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

質
問　
感
染
症
対
策
に
直
接
対

応
し
た
保
健
医
療
部
や
一
斉
休

校
に
携
わ
っ
た
教
育
委
員
会
の

職
員
の
時
間
外
労
働
の
実
情
は
。

答
弁　
月
80
時
間
を
超
え
る
時

間
外
勤
務
を
行
っ
た
保
健
医
療

部
職
員
は
、
２
月
は
３
人
、
３

月
は
５
人
、
４
月
は
８
人
、
５

月
は
２
人
お
り
、
教
育
委
員
会

の
職
員
は
い
な
か
っ
た
。
な
お
、

長
時
間
勤
務
に
よ
る
職
員
の
健

康
被
害
の
防
止
を
図
る
た
め
、

産
業
医
に
よ
る
面
接
指
導
の
実

施
や
面
接
の
受
診
勧

奨
を
行
っ
て
い
る
。

徒
へ
の
学
習
支
援
は
。

答
弁　
学
校
再
開
に
よ
り
、
校

時
表
に
沿
っ
た
学
校
生
活
を
送

る
こ
と
で
、
生
活
リ
ズ
ム
が
整

え
ら
れ
る
と
考
え
て
い
る
。
各

学
校
で
は
、
市
教
育
委
員
会
が

見
直
し
を
行
っ
た
指
導
計
画
を

参
考
に
、
行
事
や
教
育
課
程
全

体
の
見
直
し
を
進
め
て
い
る
。

ま
た
、
感
染
症
を
心
配
し
て
休

ん
で
い
る
児
童
・
生
徒
に
対
し

て
電
話
連
絡
や
家
庭

訪
問
を
行
い
、
個
別

対
応
に
努
め
て
い
る
。

共
有
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
活

用
し
た
授
業
な
ど
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
教
育
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
教
員
向
け
の
情
報
教

育
研
修
を
行
っ
て
お
り
、
今
後

は
、
研
修
内
容
の
充
実
を
図
る

と
と
も
に
、
家
庭
で
の
学
習
が

進
め
ら
れ
る
方
法
な

ど
に
つ
い
て
も
、
研

修
を
進
め
て
い
く
。

質
問　
太
陽
光
発
電
設
備
の
設

置
に
お
け
る
県
と
市
の
権
限
は
。

答
弁　
観
音
山
な
ど
の
特
別
保

全
地
区
で
は
、
太
陽
光
発
電
設

備
を
は
じ
め
と
す
る
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
設
置

を
許
可
制
と
し
て
い
る
。
森
林

に
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
規
模

で
設
置
す
る
場
合
は
、
森
林
法

に
よ
る
県
の
許
可
、
農
地
に
は

市
の
許
可
が
必
要
と
な
る
。
建

築
を
伴
わ
な
い
２
千
平
方
メ
ー

ト
ル
を
超
え
る
設
置
は
、
市
の

宅
地
開
発
指
導
要
綱
に
基
づ
く

事
前
協
議
の
対
象
と
な
る
。

質
問　
高
崎
ま
つ
り
の
主
催
者

お
よ
び
運
営
組
織
の
役
割
は
。

ま
た
、
ま
つ
り
業
務
の
監
査
は
。

答
弁　
主
催
者
で
あ
る
実
行
委

員
会
は
、
日
程
や
開
催
の
内
容

な
ど
重
要
事
項
を
協
議
す
る
。

運
営
組
織
の
実
施
本
部
は
、
実

際
に
ま
つ
り
で
行
う
事
業
の
計

画
や
調
整
、
実
施
ま
で
を
担
っ

て
い
る
。
実
行
委
員
会
の
事
務

局
で
あ
る
観
光
協
会
で
は
、
事

業
の
予
算
・
決
算
の
会
計
処
理

を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ま
つ

り
終
了
後
は
、
指
名
さ
れ
た
監

査
委
員
が
監
査
を
行

い
、
実
行
委
員
会
で

承
認
を
得
て
い
る
。

質
問　
暑
さ
対
策
も
必
要
な
時

期
だ
が
、
体
育
の
授
業
や
部
活

動
中
の
マ
ス
ク
の
着
用
は
。
ま

た
、
エ
ア
コ
ン
の
利
用
状
況
は
。

答
弁　
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

参
考
に
、
体
育
の
授
業
や
部
活

動
で
は
感
染
防
止
対
策
を
行
っ

た
上
で
マ
ス
ク
を
外
し
、
熱
中

症
な
ど
の
健
康
被
害
が
発
生
し

な
い
よ
う
に
努
め
て
い
る
。

　
ま
た
、
エ
ア
コ
ン
は
運
用
方

針
を
定
め
て
使
用
し
て
お
り
、

児
童
・
生
徒
の
健
康
や
学
習
環

質
問　
令
和
４
年
度
ま
で
に
約

３
万
台
の
整
備
を
す
る
予
定
だ

が
、
そ
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
。

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境

が
な
い
家
庭
へ
の
支
援
は
。

答
弁　
本
年
度
は
小
・
中
・
特

別
支
援
学
校
の
児
童
・
生
徒
数

の
３
分
の
２
に
当
た
る
約
２
万

台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン
を

整
備
し
、
残
り
は
財
政
状
況
を

踏
ま
え
進
め
て
い
く
。

　
ま
た
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
パ
ソ
コ

ン
は
、
学
校
内
で
柔
軟
に
活
用

し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が

な
く
て
も
使
用
で
き
る
も
の
も

整
備
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問　
こ
れ
ま
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教

育
へ
の
準
備
は
。
ま
た
、
教
員

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
方
法
は
。

答
弁　
市
は
、
昨
年
４
月
に
高

崎
先
端
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
協
議
会
を

立
ち
上
げ
、
モ
デ
ル
校
で
情
報

境
を
第
一
に
考
え
、
引
き
続
き

弾
力
的
に
使
用
し
て
い
き
た
い
。

質
問　
児
童
・
生
徒
の
生
活
リ

ズ
ム
の
向
上
と
学
力
保
障
は
。

ま
た
、
休
ん
で
い
る
児
童
・
生

運動時は間隔を空けて熱中症対策を

パソコンやタブレット端末、インターネットなどの情報通信技術を活用した教育手法。●ＩＣＴ教育

三み
つ
い井 

暢の
ぶ
ひ
で秀

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　
防
止
対
策
に
お
け
る
教
育
現
場
の
対
応

荒あ
ら
き木 

征せ
い
じ二

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

感
染
症
対
応
に
留
意
し
た
防
災

谷た
に
が
わ川 

留る

み

こ
美
子

（
無
所
属
）

小
・
中
学
生
の

　
パ
ソ
コ
ン
１
人
１
台
整
備

時と
き
た田 

裕ひ
ろ
ゆ
き之

（
新
風
会
）

本
市
の
太
陽
光
発
電
の
現
状
と
課
題

　

　

　

高

崎

ま
つ
り



（7）（7）

質
問　
災
害
時
に
避
難
所
を
開

設
す
る
た
め
の
準
備
は
。

答
弁　
本
市
で
は
、
避
難
所
に

２
人
の
職
員
を
配
置
し
て
お
り
、

職
員
説
明
会
を
通
じ
て
、
避
難

所
に
関
す
る
市
の
方
針
を
運
営

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
周
知
し

て
い
る
。
ま
た
、
施
設
管
理
者

や
地
元
町
内
会
の
代
表
者
と
情

報
共
有
を
図
り
、
避
難
所
開
設

に
向
け
た
準
備
体
制
を
構
築
し

て
い
る
。
本
年
度
は
、
感
染
症

対
策
と
し
て
、
避
難
者
同
士
の

質
問　
緊
急
小
口
資
金
を
含
め

た
生
活
資
金
貸
し
付
け
と
住
居

確
保
給
付
金
の
申
請
状
況
は
。

答
弁　
社
会
福
祉
協
議
会
に
お

い
て
、
緊
急
小
口
資
金
と
総
合

支
援
資
金
の
特
例
貸
し
付
け
を
、

３
月
25
日
か
ら
実
施
し
て
い
る
。

５
月
末
現
在
の
そ
れ
ぞ
れ
の
申

請
件
数
は
１
３
６
８
件
、
３
４

５
件
で
、
申
請
額
は
２
億
３
４

４
７
万
円
、
１
億
８
４
４
０
万

円
で
あ
る
。
ま
た
、
市
が
実
施

す
る
住
居
確
保
給
付
金
は
、
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
要
件
が
緩

和
さ
れ
、
申
請
件
数
は
４
月
が

38
件
、
５
月
は
１
３
９
件
と
２

カ
月
で
昨
年
度
の
年
間
申
請
件

数
の
６
倍
を
超
え
て
い
る
。

質
問　
マ
ス
ク
な
ど
の
備
蓄
状

況
と
避
難
所
ご
と
に
備
蓄
倉
庫

を
整
備
す
る
考
え
は
。

答
弁　
避
難
の
初
期
段
階
に
必

要
な
マ
ス
ク
な
ど
の
最
小
限
の

物
品
を
避
難
所
に
備
蓄
し
て
い

る
。
現
時
点
で
、
長
期
の
避
難

生
活
を
想
定
し
た
物
品
を
各
避

難
所
に
備
蓄
す
る
計
画
は
な
い

が
、
避
難
が
長
期
化
す
る
場
合
、

防
災
協
定
を
結
ん
で
い
る
企
業

な
ど
か
ら
、
速
や
か

に
協
力
を
得
る
体
制

を
整
え
て
い
る
。

質
問　
国
は
放
課
後
等
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
事
業
に
お
け
る
在
宅
支

援
を
認
め
た
が
、
本
市
が
厳
し

い
要
件
を
求
め
た
理
由
は
。

答
弁　
在
宅
支
援
は
必
要
だ
と

考
え
る
が
、
一
部
の
事
業
所
で
、

１
日
数
回
の
電
話
連
絡
の
み
で

済
ま
せ
る
実
態
が
あ
っ
た
。
そ

の
た
め
、
在
宅
で
過
ご
す
障
害

児
・
者
に
国
が
示
す
で
き
る
限

り
の
支
援
を
提
供
で
き
る
よ
う
、

在
宅
支
援
計
画
書
の
提
出
な
ど

の
要
件
を
明
確
に
す
る
と
と
も

に
、
支
援
内
容
の
助
言
な
ど
事

業
所
の
支
援
に
も
努
め
て
い
る
。

質
問　
高
崎
芸
術
劇
場
を
め
ぐ

る
官
製
談
合
事
件
の
３
被
告
の

有
罪
判
決
を
受
け
て
、
真
相
の

究
明
と
再
発
防
止
策
の
考
え
は
。

答
弁
　
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
室

で
は
職
員
の
法
令
順
守
の
意
識

啓
発
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
４

月
に
は
民
間
に
向
け
た
啓
発
文

書
を
作
成
し
、
配
布
を
始
め
て

い
る
。
ま
た
物
品
の
購
入
な
ど

に
関
す
る
競
争
入
札
で
は
、
こ

れ
ま
で
非
公
表
だ
っ
た
予
定
価

格
を
事
前
公
表
と
し
、
入
札
業

務
の
透
明
性
の
向
上
を
図
っ
て

い
る
。
今
後
も
再
発

防
止
に
向
け
て
適
切

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

空
間
の
確
保
な
ど
行
う
た
め
、

小
・
中
学
校
の
校
舎
の
利
用
な

ど
も
協
議
事
項
に
加
え
た
。

質
問　
町
内
会
が
開
設
す
る
届

出
避
難
所
を
活
用
す
る
考
え
は
。

答
弁　
昨
年
の
台
風
19
号
の
際
、

町
内
会
が
独
自
に
選
定
し
た
届

出
避
難
所
が
開
設
さ
れ
た
。
こ

の
取
り
組
み
は
、
避
難
所
へ
の

集
中
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
地
域

の
身
近
な
場
所
へ
安
心
し
て
避

難
で
き
る
こ
と
か
ら
、
感
染
症

対
策
を
踏
ま
え
た
避
難
に
際
し

て
も
有
効
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
市
と
し
て
も
、
届
出
避
難

所
の
活
用
を
お
願
い
す
る
と
と

も
に
、
自
主
防
災
組

織
に
対
す
る
支
援
の

強
化
を
図
っ
て
い
く
。

届出避難所にもなる公民館

伊い
と
う藤 

敦あ
つ
ひ
ろ博

（
日
本
共
産
党
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

　

官

製

談

合

事

件
中な

か
む
ら村 

さ
と
美み

（
公
明
党
）

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
本
市
の
対
応

　

防
災
へ
の
取
り
組
み

大お
お
か
わ
ら

河
原 

吉よ
し
あ
き明

（
新
風
会
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
流
行
下
の　

災
害
対
策
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各常任委員会において、付託された議案などを
審査しました。質疑・答弁の一部を掲載します。委 員 会 審 査委 員 会 審 査

総 務 常 任 委 員 会
質疑  中河原グラウンドを廃止する理由は。
答弁  昨年の台風19号により甚大な被害を受け、従前の
状態に戻すには多額の費用がかかることから、利用者や
地域住民、榛名地域の各団体と協議を重ねた結果、廃止
することになった。

質疑  高崎芸術劇場・高崎アリーナ企画誘致事業減額の
経緯は。
答弁  東京オリンピックに伴う、直前の事前合宿に係る
経費であったが、事前合宿が実施できなくなったことに
より減額する。

質疑  自主防災組織関連の補助金を削減した理由は。
答弁  すでに訓練の縮小や中止を決めていた団体もあり、
訓練活動補助金の申請件数は例年より減少している。ま
た、組織設置補助金についても、現時点では申請がなく、
本年度中に設置される団体数が例年より少ないと見込ん
でいるため削減した。

質疑  水泳場事業において、各プールの開場と閉場をど
のように判断したのか。
答弁  規模が小さく、プールサイドなどでの密集が避け
られない施設は閉場する。浜川と新町の屋内プールは健
康増進を目的とした利用者が多く、ソーシャルディスタ
ンスを確保し、密集を避けやすいことから再開を判断し
た。また、浜川の屋外プールは閉場する施設と比べ広く、
人数制限などを行うことで密集にならない対策ができる
ことから開場を判断した。

質疑  救急医療対策事業の内容は。
答弁  高崎総合医療センターが発熱外来に設置したコン
テナ型簡易CT室などに対する補助金と、高崎市医師会
の協力により、総合保健センターに新たに開設した土曜
・休日発熱者外来の運営に係る指定管理料である。

質疑  ひとり親世帯臨時特別給付金の内容は。
答弁  国の補正予算成立を受け、ひとり親世帯を支援す
るため、１世帯当たり５万円、第２子以降１人につき３
万円を支給する。さらに、児童扶養手当や公的年金受給
者のうち、新型コロナウイルス感染症の影響を受けて収
入が減少した人に、１世帯当たり５万円を追加支給する。

質疑  介護保険法施行令の改正に伴う条例の一部改正に
よる、保険料減額の対象者数と減額分を確保する財源の
内訳は。
答弁  対象者数は、およそ３万３千人で、財源の内訳は
国が２分の１、県が４分の１、市が４分の１である。

質疑  放課後児童クラブ施設借上料の減額理由は。
答弁  令和３年度に開所予定である堤ヶ岡第３クラブの
リース建設工事の仕様を見直すことにより減額するもの
である。見直しに伴う児童への影響はない。

教 育 福 祉 常 任 委 員 会

開場する浜川プール

発熱者専用のコンテナ型簡易CT室
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質疑  国民健康保険条例に追加された傷病手当金の対象
者は。
答弁  給与などの支払いを受けている国民健康保険の被
保険者である。個人事業主向けには資金繰りなどの別の
支援を用意していることを踏まえた特例的な措置である。

質疑  農業者新規創造活動
事業の制度内容は。
答弁  ６次産業やブランド
商品化などに活用されてお
り、加工品のほか、新たな
品種・品目の生産にチャレ
ンジする農家に対して、研
究費などの支援も行ってい
る。

質疑  子育て応援商品券事業において、DVなどで避難
している家庭への対応は。
答弁  児童手当の受給世帯を対象としているため、考慮
すべき事情を抱える家庭への対応はとれている。

質疑  ごみステーション見守りカメラ借上料の減額によ
る影響は。
答弁  減額は設置数を変更するものではなく、事業の見
直しによるものである。区長から要望が出されたものに
ついては、極力設置するよう対応する。

質疑  中小企業貿易振興事業補助金の減額後の活用は。
答弁  新型コロナウイルスの影響により、上半期におい
て海外への渡航などが困難な状況のため減額する。本年
度の事業については、世界的な感染動向を見ながら検討
する。

質疑  ホテル招致調査委託料を全額減額することとした
経緯は。
答弁  以前から接触していたホテルの運営会社に意向を
確認したところ、再開発事業へ参画したいという意向は
変わらないとの回答があった。今後は、その運営会社と
個別に話を詰めていきたいと考え、委託による招致業務
をいったん中止することとした。

質疑  高崎市民スポーツパーク（仮称）整備事業の予算
を減額した後の事業の進め方は。
答弁  現在、現地測量などに着手し、施設の配置計画な
どの設計を進めながら、関係者との協議を進めている。
本年度は、設置されていたネットなどの撤去や基盤工事
の着手を予定したが、最低限必要となるネットなどの撤
去を進めていく予定である。

質疑  豊岡新駅（仮称）調査委託料を減額することによ
る委託内容への影響は。
答弁  本年度は極力経費の削減に努めるとともに、事業
の優先順位を見極め、真に必要な業務を進めていきたい。

質疑  継続して実施している水門長寿命化工事の予算を
全額減額しているが、その後の対応は。
答弁  今後も引き
続き水門の点検を
行いながら、緊急
を要する場合は、
状況により修繕や
用排水路補修工事
などで対応したい。

市 民 経 済 常 任 委 員 会

建 設 水 道 常 任 委 員 会

総 務 常 任 委 員 会…地域振興・広報・財政・税・文化スポーツ・消防など
教育福祉常任委員会…教育・高齢者福祉・子育て・保健医療・介護保険など
市民経済常任委員会…戸籍・公共交通・国民健康保険・環境・商工・観光・農政など
建設水道常任委員会…道路・河川・住宅・区画整理・公園・上下水道など

各常任委員会の
所管事項

長寿命化工事により改築した水門

支援を受け設置した製粉機
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平成31年度４月分及び令和元年度政務活動費収支報告書・領収書等を市議会
ホームページで公開しています。

「
会
派
」
と
は
、
同
じ
理
念
や
考
え
方
を
持
っ
た
議
員
同
士
の
グ
ル
ー
プ
で
、

３
人
以
上
で
交
渉
会
派
と
な
り
ま
す
。
所
属
す
る
議
員
数
に
応
じ
て
、
各
派
代

表
者
会
議
や
議
会
運
営
委
員
会
な
ど
の
メ
ン
バ
ー
が
選
出
さ
れ
ま
す
。

各

会

派

の

構

成

会
　
　
　
長

副
　
会
　
長

〃

　
　

幹
　
事
　
長

副
幹
事
長

政
調
会
長

副
政
調
会
長

議
会
対
策
委
員
長

会
　
　
　
計

広

報

会
計
監
査

顧
　
　
　
問

〃

　
　

〃

　
　

会
　
　
　
員
　
　

〃

　
　
　
　

〃

　
　

〃

　
　

〃

　
　

〃

　
　

〃

　
　

〃

　
　

〃

　
　

田
中
　
治
男

柄
沢
　
髙
男

松
本
　
賢
一

石
川
　
　
徹

後
藤
　
　
彰

白
石
　
隆
夫

飯
塚
　
邦
広

時
田
　
裕
之

片
貝
喜
一
郎

清
水
　
明
夫

後
閑
　
太
一

柴
田
　
和
正

柴
田
　
正
夫

丸
山
　
和
久

渡
邊
　
幹
治

後
閑
　
賢
二

根
岸
　
赴
夫

大
竹
　
隆
一

長
壁
　
真
樹

丸
山
　
芳
典

樋
口
　
哲
郎

大
河
原
吉
明

青
木
　
和
也

◆ 

新
　
風
　
会 

（
23
人
）

会
　
　
　
長

副
　
会
　
長

幹
　
事
　
長

政
審
会
長

会
　
　
　
計

会
計
補
佐

高
橋
美
奈
雄

堀
口
　
　
順

林
　
　
恒
徳

中
島
　
輝
男

荒
木
　
征
二

三
井
　
暢
秀

◆ 

市
民
ク
ラ
ブ 

（
６
人
）

会

長

幹

事

長

政
調
会
長

副
政
調
会
長

会

計

逆
瀬
川
義
久

丸
山
　
　
覚

新
保
　
克
佳

小
野
　
聡
子

中
村
さ
と
美

◆ 
公
　
明
　
党 

（
５
人
）

無

所

属

三
島
久
美
子

無

所

属

谷
川
留
美
子

団

長

副

団

長

伊
藤
　
敦
博

依
田
　
好
明

◆ 

日
本
共
産
党 

（
２
人
）

　 

高
崎
市
議
会
議
員
団

政務活動費公開

　議員提案により、平成２９年
３月に手話言語条例が制定さ
れました。簡単な手話を紹介
します。

マイナンバー
カード ナンバー

手手話話でで話話そそうう!!

マイ
胸に右手人差指の指先をあて、
指先をはね上げます。

甲を前に向けて立てた両手
３指をつけ合わせます。

カード
「券」の形を表します。
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○○○に関する（を求める）請願（陳情）

請願（陳情）趣旨

※

請願（陳情）事項

提出年月日

（あて先）
高崎市議会議長

請願（陳情）者（代表）
住所
氏名　　　　　　　印
　　　　　（ほか○人）

紹介議員
署名または記名押印
（陳情には必要ありません。）

【様式例】

請
願
の
流
れ

請
願
者

陳
情
の
流
れ

陳
情
者

採
　択

不
採
択

請
願
書
の
提
出
・
受
理

所
管
委
員
会
で
審
査

陳
情
書
の
提
出
・
受
理

本
会
議
で
写
し
を
配
付

請
願
者
へ
通
知

関
係
機
関
に
送
付

本
会
議

審
査
報
告

議
　
　決

紹
介
議
員
の

署
名
・
押
印

所
管
委
員
会
に
付
託

請
願
・
陳
情
の
ご
案
内

請
願
・
陳
情
と
は

作
成
上
の
注
意

　
市
政
に
つ
い
て
の
要
望
な
ど
を
、
ど

な
た
で
も
請
願
・
陳
情
と
し
て
市
議
会

に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
請
願
は
所
管
の
委
員
会
で
審
査
し
、

本
会
議
で
議
決
し
ま
す
。
陳
情
は
本
会

議
の
際
、
議
場
で
陳
情
書
の
写
し
を
配

付
し
ま
す
。
た
だ
し
、
内
容
に
よ
っ
て

は
、
所
管
の
委
員
会
で
協
議
す
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。

　
請
願
に
は
市
議
会
議
員
の
紹
介
が
必

要
で
す
が
、
陳
情
に
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。

　
請
願
や
陳
情
は
、
い
つ
で
も
提
出
で

き
ま
す
が
、
概
ね
各
定
例
会
の
告
示
日

に
締
め
切
り
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
請
願
（
陳
情
）
書
は
、
日
本
語
で
件
名
、

趣
旨
、
請
願
（
陳
情
）
事
項
、
提
出
年
月
日
、

住
所
及
び
氏
名
を
記
載
し
、
押
印
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
件
名
、
趣
旨
は
簡
潔
に
わ
か

り
や
す
く
、
必
要
に
応
じ
て
地
図
等
を
添
付

し
て
く
だ
さ
い
。

※
請
願
（
陳
情
）
者
が
複
数
の
場
合
は
、
代

表
者
を
定
め
「
ほ
か
○
人
」
と
表
示
し
、

署
名
（
記
名
）
押
印
し
、
必
ず
代
表
者
以

外
の
署
名
（
記
名
）・
押
印
も
添
付
し
て

く
だ
さ
い
。

さらに詳しい内容は会議録で
市議会ホームページ（会議録検索）や
以下の施設で、どなたでもご覧いただく
ことができます。今回の本会議について
は８月中旬に公開予定です。

・市民情報センター（市役所１階）
・高崎市立図書館（本館及び地区館）
・倉渕公民館図書室
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議 案 等 審 議 結 果
件　　　　名 結　果

議員提出議案

第１号 市議会政務活動費の臨時特例に関する条例の制
定 可決

報　告

第４号 専決処分の報告 ー

第5号 繰越明許費繰越計算書の報告（一般会計） ー

第６号 予算繰越計算書の報告（水道事業会計） ー

第７号 予算繰越計算書の報告（公共下水道事業会計） ー

議　案

第51号 市道路線の廃止 可決

第52号 市道路線の認定 可決

第53号 市税条例の一部改正 可決

第54号 都市計画税条例の一部改正 可決

第55号 地方活力向上地域における固定資産税の課税の
特例に関する条例の一部改正 可決

第56号 国民健康保険税条例の一部改正 可決

第57号 証明手数料条例の一部改正 可決

第58号 体育施設の設置及び管理に関する条例の一部
改正 可決

件　　　　名 結　果

第59号 特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の
運営に関する基準を定める条例の一部改正 可決

第60号 放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関す
る基準を定める条例の一部改正 可決

第61号 家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準
を定める条例の一部改正 可決

第62号 国民健康保険条例の一部改正 可決

第63号 介護保険条例の一部改正 可決

第64号 多野藤岡広域市町村圏振興整備組合の規約変更
に関する協議 可決

第65号 令和２年度一般会計補正予算（第３号） 可決

第66号 令和２年度国民健康保険事業特別会計補正予算
（第１号） 可決

第67号 令和２年度一般会計補正予算（第４号） 可決

第68号 交通事故による損害賠償に関する和解及びその
損害賠償の額を定めること 可決

第69号 令和２年度一般会計補正予算（第5号） 可決

第70号

～

第94号
農業委員会委員の任命同意 同意

第95号

～

第97号
人権擁護委員候補者の推薦 同意

市議会の予定
９月

11日（金） 午後１時 開会、議案の提案説明、総括質疑など

14日（月）

午後１時 一般質問
15日（火）

16日（水）

17日（木）

24日（木） 午前10時 総務常任委員会

25日（金） 午前10時 教育福祉常任委員会

28日（月） 午前10時 市民経済常任委員会

29日（火） 午前10時 建設水道常任委員会

1０月

２日（金） 午後１時 委員長報告、提出議案等の議決、閉会

議会を見てみよう
　本会議の模様をライブ中継や録画配信して
います。市議会ホームページの「議会中継・
会議録検索システム」からアクセスしてご覧
ください。
　スマートフォンやタブレット端末からもご
利用いただけます。


